
　
　

去
年
４
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
そ
の

さ
な
か
の
議
会
だ
よ
り
第
93
号
で
編
集
後
期
を

担
当
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
く
し
く

も
１
月
19
日
、
沖
縄
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言

が
再
び
発
出
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
の
収
束
が
見

え
ず
多
く
の
国
民
が
政
府
に
不
満
を
持
ち
始
め

て
い
る
。
思
え
ば
台
湾
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
日
本
と
同
じ
島
国
で
、
感
染
拡
大
を
抑
え
て

い
る
国
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
国
か
ら
多
く
を

学
ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
今

ま
で
以
上
に
感
染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
世

界
に
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
感
染
拡
大
の
策

を
多
く
持
ち
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
沖
縄
県

は
島
嶼
県
で
全
国
一
律
で
、
で
き
な
い
対
策
を

試
す
の
に
絶
好
な
条
件
が
揃
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ

未
来
を
見
据
え
た
施
策
も
同
時
に
行
っ
て
貰
い

た
い
も
の
で
あ
る
。
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最後は新型コロナ対策でお別れ　旧第１庁舎議場

• 議会広報委員会では､｢議会だより｣の表紙写真を村
民の皆さまから募集しています。人物、風景、家族
写真などテーマは自由です。なお、選考は議会広報
委員会で行います。

●連 絡 先
　北中城村役場議会事務局
　 〒901-2392　沖縄県北中城村字喜舎場426-2
　 TEL（098）935-4848／ＦＡX（098）935-4848
　 Eメール　gikai@vill.kitanakagusuku.lg.jp
　 ※写真の返却をご希望の場合は、申し込み時にお伝えください。

表紙写真を募集しています！

Vol.96
2021年２月発行

令和２年11月臨時議会・12月定例議会

代
表
監
査
委
員
が

12
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名　

島　

田　

聡　

子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
喜
舎
場
）

新庁舎完成にともない

旧第一庁舎議場と第 19 期議会議員

多目的活用も可能な新しい議場

　
昨
年
12
月
完
成
し
た
新
庁
舎
、

落
成
式
も
行
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
の
時
世
出
来
な
い
の
は
残
念
で

あ
る
。

　
さ
て
、
議
会
に
と
っ
て
重
要
な

議
場
も
新
庁
舎
に
移
転
し
た
。
一

番
に
画
期
的
な
変
更
が
議
場
の
レ

イ
ア
ウ
ト
で
あ
る
。
　
　

　
今
ま
で
は
、
傍
聴
席
、
議
員
席
、

当
局
側
席
の
段
差
が
あ
り
、
机
、

椅
子
等
も
固
定
さ
れ
て
議
会
と
し

て
の
機
能
の
み
の
空
間
で
あ
っ
た

が
、
今
回
フ
ロ
ア
全
体
が
フ
ラ
ッ

ト
に
な
り
、
机
、
椅
子
等
の
移
動

も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
会

議
や
避
難
場
所
等
の
多
目
的
活
用

が
で
き
、
村
民
に
対
し
て
の
有
効

活
用
に
期
待
が
で
き
る
。

　
今
後
は
、
議
会
の
透
明
性
、
情

報
発
信
力
を
高
め
る
た
め
、
I
T

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
ど
こ

ま
で
整
う
か
で
あ
る
。
新
庁
舎
建

設
当
初
か
ら
要
求
し
て
い
る
録
画

機
能
等
を
擁
す
る
機
器
の
整
備
も

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
収
束
後
は
多
く
の
村
民
の
傍
聴

を
望
み
た
い
。

議場も新庁舎へ移転
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（第９６号）

（喜屋武すま子）（稲福　恭秀）

（数字は全て万円まで表示）

債務負担行為の補正
〇アワセゴルフ場跡地・健康スポーツ交流施設用地取得費
　（期間令和2年度～令和7年度、限度額5億4,100万円、利率5％以内及び延滞金を超えた額）
〇沖縄県町村土地開発公社アワセゴルフ場跡地・健康スポーツ交流施設
　用地取得事業資金借入金に対する債務保証　（期間、限度額は同上の用地取得費と同じ）

原案
可決

条例・契約・請願・陳情・意見書

同意第12号　監査委員の選任同意について、島田聡子氏（喜舎場）を選任・ ・・・・・・・・・・ 　　
議案第50号　北中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する条例について・ ・・ 　　
　（地域未来促進と経済効果を高める区域指定をする関連法の改正に伴い条例改正）
議案第51号　北中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について・ ・・・・・・・・・・ 　　
　（地方税法の一部改正に伴う改正で、国民健康保険税の軽減措置に関する改正）
議案第52号　中部広域市町村圏組合の規約変更について・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　　
　（同組合の規約を変更のための改正）

議案第57号　北中城村立小中学校情報機器整備事業契約について・ ・・・・・・・・・・・・・・ 　　
　契約金額　１億４，７１９万円　　受注者　株式会社　ｏｋｉｃｏｍ
議案第58号　学校ＩＣＴ活用支援事業（大型提示装置等購入事業）契約について・ ・・・・・・・ 　　
　契約金額　２，２４２万円　　受注者　　株式会社　ｏｋｉｃｏｍ
議案第59号　北中城小学校校舎防音機能復旧工事（除湿換気）請負契約について・ ・・・・・・・ 　　
　契約金額　８，２７２万円　　受注者　　有限会社　万代設備
議案第60号　北中城村役場第一庁舎改築事業改定契約について・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 　　
　契約金額　１０億７，７４４万円　　受注者　大和リース株式会社 沖縄支店
報告第11号　専決処分事項の報告について・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　　
　３号調整池整備工事（第2期）変更契約　　原請負契約額　７，１５０万円

陳情第２－９号　日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求める意見書の
提出を求める陳情について（総務厚生常任委員会付託）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　
　陳情者：原水爆禁止沖縄県協議会　　　　
　 審査意見：本村は1982年に非核宣言を行い平和に生きる礎を確保するため核廃絶を目指してきた。　　

核兵器廃絶は唯一の被爆国である日本国民の使命であり本委員会は陳情書を採択し、意見書を提出する
ことを決定した。
陳情第２－12号　令和３年度福祉施策及び予算の充実について（要請）・ ・・・・・・・・・・・　　　
　陳情者：沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会
陳情第２－11号　陳情書について（総務厚生委員常任委員会付託）・ ・・・・・・・・・・・・・　　　
　陳情者：北中城村社会福祉法人立三河福祉会、鳳友福祉会
　陳情項目：１.看護師配置の費用　２.保育補助者雇上の費用　３.多言語化のための取組加算
　　　　　　４.北中城村就職祝い金
　�審査経過と意見：本委員会は、陳情提案者、担当課より説明を求めた。保育現場の切実な要望や本村が

実施している子ども・子育て支援事業計画を踏まえた措置がなされているか審議した。結果、要望に村
も答えているがまだ待機児童解消には至っていない現実もあり、保護者が安心して預けられ、保育士も
安心して働ける保育環境であってもらいたいと強く要望し、本陳情は採択すべきものと決定した。

 12月定例議会において、北中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する条例等
のほか契約案件４件を可決、北中城村監査委員の選任案件や陳情・意見書、決議について原案可決した。
継続審議となっている嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の汚染水の取水を止める陳情に
ついては、建設文教常任委員会で審議を経て本会議で一部採択した。
　11月27日、臨時議会が開催され感染症に対応した災害備蓄品確保事業の契約について原案可決した。

〇委員の選任、条例改正

〇契約

〇陳情・意見書、決議

原案
可決

（第９６号）

〇新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金    100万円
〇財政調整基金繰入金    2,875万円

〇役場窓口３密対策の発券呼出し器設置委託料    619万円
〇高齢者ＰＣＲ検査委託料    200万円
〇子育て応援給付金（子ども１人5,000円）    1,540万円
〇ひとり親世帯等子育て応援給付金（１世帯２万円）     600万円
〇インフルエンザ予防接種費    772万円
〇シェアキッチン（工事費、設計監理業務等）    △1,834万円
〇小中学校校内ネットワーク設備整備費    △  828万円
〇小中学校ＩＣＴ機器整備事業    1,694万円
〇中央公民館施設予約システム構築委託料    377万円
　シェアキッチン減額理由（管理者を定めた上で保健所と管理者の調整が必要）
　小中学校校内ネットワーク設備整備費減額理由（入札執行残）

〇村税    1億2,645万円　　

〇ふるさと納税寄付金    1億円　　

〇財政調整基金繰入金    △7,278万円　　

〇役場第一庁舎賃借料    225万円　　

〇役場第一庁舎移設工事費・備品購入費    5,478万円　　

〇しおさい市場修繕料    592万円　　

〇認定子ども園等施設運営費    1,284万円　　

〇島袋小学校校舎増築実施設計費    1,104万円　　

〇国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　1,592万円増額し、23億1,829万円とする

債務負担行為の補正（債務負担行為の変更）
〇役場第一庁舎改築事業（庁用備品リース）
　変更前　令和3年度～令和２２年度→変更後期間なし、限度額8,223万円

臨時議会
令和２年
1１月２７日

定例会
令和２年
１２月１４日

(第５号) 

(第６号) 

歳
入

歳 

入

歳
　
　
出

歳 

出

　
　
　
　 

主
な
内
容 

　
　
　
　

　
　 

主
な
内
容 

　
　

主に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の計上である。
一般会計補正3,161万円を追加し、歳入歳出予算の総額を116億6，636万円とした。

一般会計予算を4億4,590万円追加し、歳入歳出予算の総額121億1,226万円とした。

令和2年度 一般会計補正予算

令和2年度 一般会計補正予算

3,161万円を増額補正

４億4,590万円を増額補正

可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決

採択

採択

採択
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（第９６号）

（4）

（第９６号）

（稲福　恭秀）

要請内容： １. 県や自治体の基地内への立ち入り調査　２.基地内での浄化や除去作業を米軍の責任で履行
すること。　３.有機フッ素化合物にかかる調査費用等に財政措置を講ずること。

 あて先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、環境大臣、外務大臣、
　　　　　　　　　防衛大臣、沖縄防衛局長

　広島と長崎に原子爆弾が投下されて72年を経た2017年７月７日、歴史的な核兵器禁止条約が
採択された。条約は開発、生産、実験、製造、取得、保有、貯蔵、使用その他威嚇に至るまで、
核兵器にかかわるあらゆる活動を禁止している。2017年９月20日核兵器禁止条約への調印・批准・参加が
開始されて以来50か国が批准、条約は2021年１月22日に発行します。日本政府は唯一の戦争被爆国とし
て、核兵器全面禁止のために真剣に努力する証として条約に参加、調印、批准することを強く求める。
　あて先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣

契約金額　１，５２８万円　受注者　アースウイング株式会社

意見書第６号　有機フッ素化合物により水道水汚染に関する意見書について

意見書第８号　日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書（抜粋）

〈１１月２７日臨時議会〉　感染症に対応した災害備蓄品確保事業の契約について

要請内容： １. 住民の有機フッ素化合物の血中濃度測定と健康調査の実施　２.日米両政府に米軍基地への
立ち入り調査ができるよう働きけかけること。　

 あて先：沖縄県知事　沖縄県議会議長、沖縄県企業局長

意見書第７号　有機フッ素化合物により水道水汚染に関する意見書について

審査意見：嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の汚染水の取水を止める陳情について、令
和２年９月定例議会において建設文教常任委員会に付託され継続審査となっている審査事件について、10
月16日に陳情者有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）汚染から県民の生命を守る会を呼び説明を求め、嘉手納井
戸群からの取水する水の中には、汚染濃度の高い有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）が含まれており、健康被
害が起きることを危惧しており取水を止めるよう説明を受けた。11月５日に沖縄県企業局への調査を実
施。調査結果、現在問題となっている嘉手納井戸群からの水量２万トン程度を取水しているが、北谷浄水
場の全配水量の割合13パーセントを占め貴重な供給源である。井戸群からの水を止めると安定給水に支障
が生ずることになる。ダムの貯水率
が100パーセントに近い場合は井戸
群からの取水は半分の１万トンまで
抑制し運用しており、もっともＰＦ
ＡＳ濃度の高い井戸については取水
を停止している。企業局としては原
因究明し、それに繋がる対策として
基地内での立ち入りを強く要望し、
昨年５月にも２回目の申請をしてい
るが未だ実現していない。よって本
委員会は、嘉手納基地内への立ち入
り調査のみを全会一致で一部採択す
る事に決定をした。

陳情第２－８号　嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の
汚染水の取水を止める陳情について（建設文教常任委員会へ付託）

１日の配水量約 15万㎥の北谷浄水場

村政を問う！
令和２年12月
定例議会

一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

４人 来ませんか

議会
に

２ 7p大城　律也  議員………
①新型コロナウイルス第３波対応
②新垣邦男村長４期16年の達成感

①あやかりの杜の駐車場の拡張は
②ハワイとの交流について
③プロポーザル方式等に関して
④コミュニティバスの実現は
⑤高架橋建設について
⑥アリーナ建設について
⑦平和を守る北中城村民の会について

３ 8p比嘉　義弘  議員………

１ 6p比嘉　盛一  議員………
①改正された村民体育館賃貸借契約書の
問題点を質す

①自衛官等募集村広報への掲載に反対
②しおさい市場指定管理業務へ

４ 9p喜屋武すま子 議員………

採択

採択

可決

採択

一部
採択



（6）（7）

（第９６号）（第９６号）

　

冬
本
番
を
控
え

て
、
全
国
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
急
増
し
て
い

る
。
第
3
波
と
の
指
摘
も
あ

る
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
も
防
ぐ
必

要
が
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
、

大
晦
日
、
初
詣
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
が
密
集
す
る
場
所

で
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
た

い
。
防
災
無
線
等
で
注
意
喚

起
を
図
り
村
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

年
末
年
始
の
広
報

活
動
は
、
県
か
ら
発

出
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
る
。
村
公
報
1

月
号
に
掲
載
と
防
災
無
線
に

よ
る
注
意
喚
起
も
予
定
し
て

い
る
。　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
、
避
難
所
の

あ
り
方
、
運
営
の
仕
方
、
避

難
所
に
お
け
る
対
応
に
つ
い

て
、
第
3
波
へ
の
備
え
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
避
難
所
の
開

設
は
感
染
予
防
の
た
め
の
仕

切
り
、
体
温
測
定
や
消
毒
液

等
の
準
備
を
し
て
い
る
。
体

調
の
悪
い
避
難
者
は
別
室
の

準
備
も
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
で
地
方
経
済
は

大
き
く
減
速
し
て
い
る
。
ホ

テ
ル
、
飲
食
、
観
光
施
設
を

中
心
に
大
幅
な
減
収
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
企
業
収

益
の
悪
化
は
地
方
税
の
税
収

減
に
つ
な
が
り
、
自
治
体
財

政
へ
の
影
響
が
出
る
。
地
域

経
済
の
崩
壊
を
食
い
止
め
る

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
非
常

時
こ
そ
行
政
の
活
動
が
住
民

の
生
活
や
生
命
を
支
え
る
。

　

村
内
事
業
者
向
け

と
し
て
、
飲
食
店
へ

の
感
染
防
止
用
品
の
配
布
、

中
小
企
業
支
援
金
事
業
、
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
支
援
、

3
密
対
策
の
空
間
創
出
事
業

等
、
国
や
県
の
方
針
を
踏
ま

え
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
る
。

　

４
期
16
年
に
わ
た

り
村
長
と
し
て
行
政

業
務
に
関
わ
り
12
月
21
日
を

も
っ
て
退
任
で
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
は
時
に
は
孤
独
で
あ

る
。
人
間
集
団
の
中
に
あ
っ

て
決
断
を
迫
ら
れ
る
。
人
を

育
て
る
。
様
々
な
苦
労
を
重

ね
て
村
政
を
運
営
す
る
。
県

内
最
大
規
模
の
商
業
施
設
が

全
面
開
業
し
た
。
複
合
商
業

地
区
と
中
部
徳
洲
会
病
院
の

医
療
福
祉
地
区
で
あ
る
。
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出

し
た
。
最
後
に
役
場
新
庁
舎

の
建
設
で
あ
る
。
魅
力
あ
る

責
任
者
と
し
て
の
村
政
運
営

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
村

政
運
営
の
達
成
感
に
つ
い
て

万
感
の
思
い
を
お
聞
き
し
た

い
。

　

４
期
16
年
、
村
民

の
皆
様
、
職
員
、
村

議
会
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
。
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
合
併
問

題
に
始
ま
り
、
様
々
な
課
題

が
あ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

や
り
残
し
た
こ
と
も
多
々
あ

る
。
次
の
村
長
に
し
っ
か
り

引
き
継
ぎ
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

●新 型コロナウイルス
　　　　　第３波対応

新
垣
邦
男
村
長
４
期
16
年
の
達
成
感

消防出初式で功労表彰を受ける新垣邦男氏（中央）

　

塩
害
・
風
害
対
策

に
つ
い
て
、
本
村
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
民
法
に
反
し
て
ま
で
、

こ
の
条
文
が
あ
る
理
由
は
何

か
。
前
回
の
質
問
で
は
間
違

い
を
認
め
、
区
分
表
を
直
せ

ば
こ
の
条
文
も
直
っ
て
く
る

と
答
え
た
。
ま
た
、
先
方
も

了
承
済
み
だ
と
答
弁
し
た
。

し
か
し
、
直
さ
れ
て
な
い
。

先
方
は
何
か
あ
っ
た
と
き
村

に
負
担
さ
せ
る
た
め
に
削
除

に
応
じ
な
か
っ
た
と
勘
ぐ

る
。
こ
の
条
文
を
残
し
た
理

由
は
何
か
。

　

区
分
表
で
は
、細

か
い
日
常
的
な
補
修

等
に
つ
い
て
は
使
う
側
の
本

村
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。特
に
こ
の
文
章
を
変
更

す
る
必
要
は
な
い
。

　

体
育
館
を
造
る
た

め
「
債
務
負
担
行

為
」
を
提
案
し
た
。
そ
の
中

で
、
村
単
独
事
業
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
と
の
事
業
費
比
較
の
た

め
の
試
算
表
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
に
、
維
持
管
理
費
１
億

５
，
６
６
８
万
円
は
提
案
者

が
負
担
す
る
の
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
が
安
く
な
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
条
件
で
債
務

負
担
行
為
は
議
決
さ
れ
た
。

こ
の
条
文
が
あ
る
と
、
議
会

に
対
し
「
う
そ
」
を
つ
い
た

こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
基
本
的
に

は
請
負
業
者
が
や
る

が
村
も
努
力
し
て
欲
し
い
と

の
契
約
内
容
で
あ
る
。
議
員

と
私
の
解
釈
に
違
い
が
あ
る

と
思
う
。
契
約
で
す
か
ら
双

方
そ
れ
ぞ
れ
努
力
義
務
が
あ

る
と
い
う
程
度
の
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

リ
ー
ス
契
約
と
い

う
の
は
、
借
り
て
い

る
モ
ノ
を
使
っ
て
初
め
て

リ
ー
ス
料
を
払
う
も
の
で
あ

る
が
、
契
約
書
は
修
理
期
間

中
で
も
リ
ー
ス
料
金
を
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
不
当
な
契
約
で
は
な
い

か
。

　

こ
の
契
約
は
リ
ー

ス
期
間
を
決
め
て
、

毎
月
、
定
額
の
リ
ー
ス
料
金

を
払
う
契
約
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
中
で
特
に
支
障

（
修
繕
）
が
あ
っ
た
場
合
で

も
払
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

　

借
り
入
れ
契
約
に

は
総
額
が
あ
っ
て
、

毎
月
の
支
払
額
が
決
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
件
は
リ
ー

ス
契
約
で
あ
る
。
総
額
の
記

載
は
な
い
。
最
終
的
に
全
額

払
う
と
い
う
条
項
も
な
い
。

　

修
繕
が
長
期
に

な
っ
た
ら
協
議
と
な

る
契
約
が
あ
る
の
で
問
題
は

な
い
と
思
う
。

比嘉　盛一 議員

●改
正
さ
れ
た
村
民
体
育
館

賃
貸
借
契
約
書
の
問
題
点
を
質
す

※
他
に
、次
期
衆
議
員
選
立
候

補
の
決
意
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

体育館建設計画で提案された「試算表」

大城　律也 議員
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（第９６号）（第９６号）

　

10
年
の
時
間
を
掛

け
て
取
り
上
げ
て
い

る
あ
や
か
り
の
杜
の
駐
車

場
。
拡
張
の
件
は
現
在
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

か
説
明
を
求
め
る
。

　

住
民
の
利
便
性
を

図
る
努
力
は
し
た
つ

も
り
だ
が
、
令
和
２
年
３
月

以
降
地
主
と
の
話
し
合
い
は

持
っ
て
い
な
い
。
一
括
交
付

金
に
つ
い
て
は
地
主
と
の
交

渉
が
成
立
し
な
い
と
難
し
い

面
が
あ
り
、
今
後
何
ら
か
の

方
策
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。

　

比
嘉
太
郎
会
会
長

に
就
任
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
の

で
、
今
度
こ
そ
交
流
が
始
ま

る
と
考
え
た
が
、
実
現
性
は

あ
る
か
。

　

ハ
ワ
イ
の
関
係
者

に
も
お
願
い
は
し
て

い
る
が
、ハ
ワ
イ
の
北
中
城
村

人
会
の
組
織
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、も
う

少
し
時
間
を
く
れ
と
の
こ
と

で
あ
り
、次
期
村
長
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

村
民
の
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

計
画
が
い
つ
の
間
に
か
観
光

バ
ス
の
実
証
実
験
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
が
、買
物
難
民
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

考
え
る
必
要
は
な
い
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
が
観
光
バ
ス
に
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
手
法
が
変
わ
っ
た
だ
け
で

あ
る
。
運
転
手
の
問
題
や
資

金
の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
を

観
光
バ
ス
、
有
償
に
し
て
村

民
も
乗
れ
る
よ
う
な
形
で
実

証
実
験
し
て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
裁
判

も
考
え
て
い
る
の

か
、
そ
れ
は
今
で
も
変
わ
ら

な
い
の
か
。

　

裁
判
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
土
地
収

用
法
に
基
づ
く
用
地
取
得
と

い
う
方
法
を
考
え
て
い
る
。

　

平
和
を
守
る
北
中

城
村
民
の
会
の
活
動

が
、
と
り
分
け
新
垣
村
長
に

な
っ
て
か
ら
活
動
が
鈍
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
私

一
人
で
し
ょ
う
か
。

　

当
初
は
民
間
が
し

っ
か
り
活
動
を
や
っ

て
い
て
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
と

い
う
形
で
あ
っ
た
が
、
行
政

が
主
導
的
に
な
る
と
積
極
的

な
運
動
が
難
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

本
村
は
、
こ
れ
ま

で
平
和
で
豊
か
な
田

園
文
化
村
を
希
求
し
歴
代
村

政
は
平
和
憲
法
を
遵
守
し

た
。

　

自
衛
官
等
募
集
の
案
内
を

村
広
報
に
一
度
も
し
て
こ
な

か
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
私

は
、
村
が
自
ら
自
衛
官
等
の

募
集
業
務
を
す
る
こ
と
に
反

対
で
あ
る
。

　

青
年
を
戦
場
な
ど
に
送
る

行
為
は
許
さ
な
い
。

 

し
か
し
、
村
広
報
10
月
号

に
自
衛
官
等
募
集
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
新
垣
村
長
の
任

期
満
了
を
目
前
に
し
て
自
衛

官
等
の
募
集
を
促
す
の
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も

の
か
。　

公
的
機
関
か
ら
の

掲
載
依
頼
は
、
誌
面

に
余
裕
が
あ
る
範
囲
で
情
報

の
提
供
と
い
う
観
点
か
ら
、

極
力
掲
載
す
る
よ
う
に
務
め

て
い
る
。

　

実
は
、
自
衛
隊
の
方
々

は
、
総
務
課
を
通
し
て
必
ず

私
の
所
に
来
る
の
で
す
が
、

歴
代
北
中
城
村
は
募
集
業
務

を
や
っ
て
い
な
い
の
で
と
ず

っ
と
断
っ
て
き
た
。

　

今
回
自
衛
官
等
募
集
を
企

画
課
へ
掲
載
依
頼
し
、
私
も

知
ら
な
い
で
見
過
ご
し
た
。

村
長
と
し
て
申
し
訳
な
か
っ

た
と
思
う
。
他
意
が
あ
っ
て

や
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

村
民
は
、
す
ご
く

驚
い
た
と
思
う
。
村

長
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　

職
員
に
は
、
普
段
か
ら
平

和
行
政
に
つ
い
て
、
あ
る
い

は
平
和
に
対
す
る
思
い
を
職

員
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
い

う
証
拠
で
あ
る
。
村
長
が
し

っ
か
り
と
自
分
の
意
思
を
伝

え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
村
長

は
，
気
づ
か
な
か
っ
た
と
お

っ
し
ゃ
る
が
、
村
長
の
決
済

は
ち
ゃ
ん
と
得
て
い
る
。
印

鑑
も
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

は
、
非
常
に
疑
問
に
思
う
。

職
員
に
は
わ
が
村
は
こ
う
い

う
姿
勢
で
行
く
の
だ
と
周
知

し
な
い
と
こ
う
い
う
ミ
ス
も

起
き
る
。

　

自
衛
官
等
募
集
業
務
を
掲

載
し
た
の
は
、
村
政
の
運
営

方
針
の
変
更
で
あ
り
、
庁
議

に
図
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え

る
が
。　

庁
議
と
か
の
議
論

に
行
く
前
に
本
当
に

私
の
ミ
ス
で
あ
る
。
政
治
姿

勢
と
は
か
け
離
れ
た
。
歴
代

村
長
が
守
り
抜
い
た
こ
と
に

つ
い
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ

た
い
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
し
お
さ
い
市
場
の

経
営
に
つ
い
て
、
多
く
の
議

員
が
一
般
質
問
に
取
り
上
げ

努
力
を
促
し
た
。
経
営
体
制

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
重
要

で
あ
る
。
村
長
が
任
期
満
了

を
迎
え
て
指
定
管
理
に
移
行

す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
。

　

し
お
さ
い
市
場
の
再
生

は
、
新
村
長
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

次
年
度
か
ら
指
定

管
理
に
移
行
す
る
方

針
で
公
募
し
た
。
新
年
度
予

算
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

しおさい市場
指定管理業務へ

●自 衛官等募集
　村広報への掲載に反対

平
和
を
守
る
北
中

城
村
民
の
会
に
つ

い
て

比嘉　義弘 議員

●あ
や
か
り
の
杜
の

　
　
　

駐
車
場
の
拡
張
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
等
に
関
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
実
現
は

ハ
ワ
イ
と
の
交
流

に
つ
い
て

高
架
橋
建
設
に
つ

い
て

ア
リ
ー
ナ
建
設
に

つ
い
て

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
本
庁
舎
は
村
内

業
者
は
１
社
も
恩
恵
を
受
け

て
い
な
い
と
の
話
で
も
あ
る

が
そ
の
件
は
承
知
か
伺
う
。

　

大
和
リ
ー
ス
に
対

し
て
は
是
非
村
内
業

社
も
組
み
込
ん
で
く
れ
と
お

願
い
し
て
き
た
。

　

高
架
橋
建
設
は
費

用
対
効
果
か
ら
考
え

る
と
無
理
と
考
え
る
が
後
継

者
に
も
事
業
継
続
を
望
む

か
。

　

ア
ワ
セ
地
区
の
整

備
計
画
に
沿
っ
た
も

の
だ
か
ら
是
非
必
要
だ
と
考

え
る
。

あやかりの杜の駐車場

※
そ
の
他
に
ア
リ
ー
ナ
建
設
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

北中城村広報（2020 年 10 月号）
に掲載された自衛官等募集の案内

喜屋武すま子 議員


